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編集後記 

多くの関係者の方々に支えられながら、

第 2号の刊行を迎えることができた。この

場をおかりして心よりお礼を申し上げた

い。 

これまで本研究会では、満洲の都市出身

の方々を中心に資料調査や口述調査を行

ってきた。今回ご寄稿いただいた秦源治氏

と池田雅躬氏も都市部のご出身であり、当

研究会発足当初からご支援いただいてい

る。両氏には、貴重な資料をご寄贈いただ

くほか、豊富な人脈を介して多くの関係者

をご紹介いただいてきた。これらはすべて

研究会の財産となっており、感謝の限りで

ある。 

今号ではあらたに、農業移民である開拓

民にも関心を広げはじめた。「2014年度研

究会活動記録」からもわかるように、多く

の農業移民を送出した長野県飯田市を複

数回訪問して、関係者へのインタビューや

飯田市歴史研究所などでの資料調査を行

った。飯田では、満洲の記憶が深く地域に

根差していることに驚くとともに、立場や

経験の違いによって記憶が大きく異なる

ということを肌で感じとれたことは、大き

な学びであった。 

研究会発足から 2年が経過し、これまで

さまざまな地域に赴き、多くの方々と出会

い、そこでしか見ることのできない資料に

触れてきた。今後も、国内外のさまざまな

場所に立ち、幅広い視点から満洲について

考えていく所存である。次号もぜひご期待

いただきたい。（佐藤量） 
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